
令和４年度 公益財団法人八尾市国際交流センター事業計画 

 

八尾市国際交流センターは、市民、行政、各種団体との連携のもと、国際理解の推進と多文化

共生社会の実現に寄与する事業を展開しております。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染が続く中で、前年度に続き他団体との共催や市から

の受託による海外との交流事業が中止となったほか、施設の休館措置により、対面による日本

語交流等の活動を休止せざるを得ない期間がありましたが、新たな手法として、オンラインに

よる海外との交流、市民を対象とした研修会や交流会を実施し、他の事業についても、状況に

合わせ開催時期を変更する等の対応により実施に努めてまいりました。また、外国人相談窓口

では、外国人市民のニーズに合わせた情報媒体を活用し、市のワクチン接種や給付金、及び関

係団体が行う相談支援等の情報について、多言語及びやさしい日本語により随時提供するとと

もに相談対応に努めているところであります。 

令和４年度においても感染終息の見通しは立ちにくく、加えて、活動拠点である八尾市生涯

学習センターが長期休館（４月１１日～８月初旬）となることにより、事業活動が大きく制約

を受けることが予想されます。 

こうした状況ではありますが、第２次八尾市多文化共生推進計画を踏まえ、行政や関係団体

との連携、ボランティア市民の協力を得ながら、各種の研修会や交流事業を通じ市民の異文化

理解の推進を図るとともに、外国にルーツを持つ子どもの学習支援、外国人市民の就労等の支

援、生活情報の提供と相談対応、さらに災害時に備えた多言語支援活動の研修等に取り組んで

まいります。 

 

 

 

 

公１ 多文化共生推進事業 

 
１．人物交流をはじめとする国際交流促進事業 
   外国人市民が孤立することなく共生できるよう地域での交流を深める。ボランティアの 

自主活動を促進するとともに、市内に住む外国人市民にもボランティア活動を通じて地域 
活動に参加してもらうことを目的としている。 

 
（１）ボランティアの登録 

対  象    市民等 
１３歳以上で当国際交流センターの活動に賛同できる方 
（１８歳未満の方は保護者の同意が必要） 

内  容    当センターでの各種ボランティア活動について説明会を開催し、 
ボランティア登録を促進する。 

 
 
 
 



 （２）各種文化紹介 
     世界の料理 
       実施時期    １２月頃 
            対  象    市民等 
            内  容    各国・地域の料理文化の紹介を通して地域市民と交流を図り、 

多文化共生の理解に努める。 

 
（３）市民と在住・滞在外国人との交流会 
   ア．ホームビジット 

実施時期    ７月頃 
対  象    留学生・市民等 
内  容     外国人住民等が当センターボランティア宅で過ごしながら互 
         いの文化の理解を深め交流を図る。 

 
イ．市民交流会 

実施時期    １０月頃・１月 
       対  象     市民等 

内  容        ①ボランティア実行委員会を構成し、ボランティアが中心と 
         なり、多くの市民が出会い、異文化交流ができるプログラ 
         ムを企画する。 

②日本と世界の凧文化に触れ、凧あげを通して市民同士の交流 
 を図る。 

 
 
２．海外諸都市との国際親善及び交流事業 
   世界各地の文化や八尾、大阪、日本の文化を紹介し、相互理解に努める。異なる文化を知

るだけでなく、人と人とのつながりを再確認し、地域社会を見つめ直すきっかけづくりと

する。 

 
（１）国際親善及び海外文化紹介 

世界とつながる！オンライン交流 
実施時期    １１月頃 

       対  象     市民等 
内  容        フランス共和国・ポアティエにあるＯＭＯＴＥＮＡＳＨＩ協

会のメンバーとインターネットを通じて交流を深め、国際意

識の高揚につなげる。 

 
 
 
 
 
 



３．国際教育を推進する事業 
   多文化共生社会を推進する取り組みとして、「異文化理解」をキーワードに地球市民とし

ての人材育成の必要性を伝えていく。 

 
（１）国際理解セミナー 
   ア．ネパール／セネガルってどんな国？ 

実施時期    ４月頃 
     対  象    市民等 
     内   容        ①ネパールってどんな国？ 

近年、八尾市を含め全国的にネパール連邦民主共和国出身者 
が増加傾向にあることから、ネパール文化等について理解を 
深めるセミナーを開催する。 

              ②セネガルってどんな国？ 
               世界の国を知ることを目的にアフリカ・セネガル共和国の 

文化や魅力について学び、異文化理解を深めるセミナーを開

催する。 

イ. 市民座談会 「ＴＨＥ
ザ

 ＮＩＣＨＥ
ニ ッ チ

」（新事業） 

     実施時期    ５月・６月 
     対  象    市民等 
     内  容    海外の様々な分野に詳しいゲストを招き、その題材を中心に、参 

加者が意見などを自由に出し合い、日常では知る機会の少ない世 
界について理解を深める。 

 
   ウ．映画上映会 

実施時期     １月頃 
対  象     市民等 

    内  容     諸外国の映画を通して異文化理解、多文化共生について考える。 

 
      エ．ＶＯＩＣＥ Ｖｏｌ．４ 

     実施時期     ３月頃 
         対  象     市民等 

内  容     外国にルーツをもつ人が生活の中で抱える想いを聴き、多文 
化共生について考える。 

 
（２）国際教育プログラム 
     ア．学校や関係団体等との協力 

対  象      学校等 
内  容      各校の依頼により「国際教育」「異文化理解」「多文化共生社会」 

に関する講師等の紹介や職業体験の受け入れを行う。また、多

文化共生についての豊富な経験や資料・事例を国際交流関係

団体等と共有する。 



     イ．多文化保育プログラム 
      実施時期    ７月頃 

  対  象    八尾市内幼稚園・こども園等（３歳以上の園児）  
内  容    幼児期から異文化に触れ、国際意識の芽生えにつながるよう、 

  外国人住民が施設を訪問し、園児たちにその国・地域の文化 
を紹介する。 

 
ウ．ワールド講座 

       実施時期    ８月頃 
            対  象    小学５年生～中学生 

内   容    各国・地域の文化を楽しく学びながら世界には違う慣習や習慣

があることを学び、異文化への理解を促進する。 

 
 （３）ＹＩＣ多文化教室 

    実施時期    ９月頃 
    対  象    市民等 
    内  容    外国語の学びを通じ、その地域の文化について学ぶ。 

 
（４）多言語スピーチコンテスト 

実施時期    ８月 
対  象    １０歳～１５歳（小学５・６年生～中学３年生） 
内  容    多言語でのスピーチを通して表現力を身につけ、また異文化の背景 

をもつ同世代の意見を聴くことを通し、文化の多様性に順応できる 
人材を育成する。 

 
（５）ボランティアの育成及び支援 
   ア. サークル活動 

対  象 当センター登録者 
内  容   ボランティアが、自主的に企画・運営する各サークル事業を支援 
       する。 

 
    イ. ボランティア研修会「やさしい日本語」 
      実施時期   ９月 
      対  象   当センターボランティア、市民等 
      内  容   外国人住民とともに暮らす地域での多文化共生を推進する上で、 

誰にでもわかりやすい情報を伝えるためのやさしい日本語の必要 
性について促進する。 

 
 
 
 
 



 
４．在住・滞在する外国人等への支援事業 
   同じ文化背景をもつ人たちの情報交換の場、母語による生活情報の提供など在住・滞在

外国人が安心して自立した生活が送れるよう支援する。 

 
（１）日本語交流 
   ア．日本語交流 

対  象    市民等 
内  容    ①学習者とボランティアがペアとなり、週に１回１時間日本語 
         学習を通して交流する。 

②交流会「集まろ会」 
 日本語交流で活動するボランティア同士のつながりを深め、 
活動においての悩みやアドバイスを共有できる場を作る。 

③話そー！日本語  
         日本語力向上のきっかけとして、当センターの日本語交流学 

習者に日本語での発表の機会を提供する。 

 
イ．ボランティア研修会 ～日本語ボランティア～ 

         開催時期    １０月・1月 
       対  象    当センターボランティア・市民等 

内  容     ①入門編：日本語交流の活動に興味をもっている市民や日本 
             語交流の活動を始めて間もないボランティアを対 
             象に必要な知識について学ぶ。 
        ②発展編：既に日本語交流の活動経験のあるボランティアを 

対象に活動で役立つ知識について学ぶ。 

 
         ウ．日本語学習テキストの作製・発刊 

 内  容    ボランティアと共に八尾地域の特色を題材とした当センター 
オリジナルテキストを作製・発刊し、日本語交流で活用しても 
らい、外国人住民の地域での暮らしに役立ててもらう。 

     
  （２）外国人市民のためのセミナー「救命講習」 

実施時期     ５月頃 
対  象       外国人市民等 
内  容       八尾市消防の協力を求め、ＡＥＤの使い方等、人命救助時に 
         必要な事項や手順について学ぶ。 

 

（３）多言語による生活支援 
    ア．翻訳・通訳 

対  象        官公庁、国際交流団体等   
内  容    ボランティア等の協力により、各種手続き案内等の翻訳・通訳 

業務を行う。 



 
         イ．八尾市外国人相談窓口（八尾市より受託） 
       対  象    外国人市民等 

内  容    市や関係団体と連携を図り、外国人市民等が安心して生活でき 
                るよう情報提供や相談に応じる。また、大阪府国際交流財団を 

はじめとする府内の諸団体の支援事業を活用し、外国人住民が 
困り事を各分野の専門家に相談できる機会を設ける。 

                 ＜基幹窓口 対応言語＞ 
                  ベトナム語、中国語、英語、タイ語、やさしい日本語 
                 ＜サテライト窓口 対応言語＞ 
                  ベトナム語、中国語、韓国・朝鮮語、やさしい日本語 

 
     ウ．仕事マッチング交流会 
        対  象    外国人住民・企業 

    内  容    外国人住民が企業の仕事内容について知り就職につなげて自

立した生活を送れるよう、また、企業が求める外国人人材の

受け入れを進められるよう、双方の利益をめざした交流会を

開催する。また、協力いただく企業や団体等の増加をめざし

ＰＲに努める。 

 

（４）外国にルーツをもつ子ども支援 
ア．ＳＡＬＡ 

      対  象    外国にルーツをもつ小学生と中学生（６歳から１５歳まで） 
     内  容    外国にルーツをもつ子どもに学校や家庭以外の居場所を提供し、 

ボランティアとペアとなり、宿題を基本とする「教科学習」や 
日本語学習を支援する。 
①ボランティア研修会 
ＳＡＬＡの活動で役立つ知識について学ぶ。 

               ②交流会 

                支援活動を円滑に進めるため、ＳＡＬＡの参加者同士の交流 

を図る。 

 

     イ．外国にルーツをもつ親子のためのプレスクール（全２回） 
      実施時期     ３月 
      対  象     就学前の外国にルーツをもつ子どもとその保護者 
      内  容     文化や環境、教育方法等の違いから、小学校入学後の様々なこ

とにとまどったり困ったりすることがある親子の不安を、少し

でも軽減するため、日本特有の学校生活に関する事を取り上げ

説明する。 

 
 
 



 
（５）八尾市災害時多言語支援センター 

  大規模災害時に当センターが担う「八尾市災害時多言語支援センター」について八

尾市や関係団体と連携を図り、研修会を行う。 
ア．職員研修 
  実施時期     ６月頃 
  対  象     当センター職員・市役所担当課職員 

内  容     災害時多言語支援センターの円滑な運営に努めるため職員の 
研修を行う。 

 
     イ．災害時ボランティア研修会 
       対  象     当センターボランティア・市民等 
        内  容          「八尾市災害時多言語支援センター」の翻訳ボランティアと 

しての動きについて研修を行い、改善点等を共有することに 
より、非常時に役立つ活動につなげる。 

 
     ウ．多言語表示シートの作製 
        内  容          災害時の避難所生活での外国人住民の不安の軽減に努めるた

め、避難所開設時に掲示する「多言語表示シート（避難所

用）」を作製し、市内避難所への常備を進める。 

 
 
５．国際交流団体等への支援事業 
   多文化共生社会を推進するため、市民や団体等の自主的な活動に対して支援する。また、

他団体の行う事業に参加し、連携を図る。 

 
（１）市内国際交流団体等に対する支援及び協力 

対  象     団体、企業、学校等 
内  容      団体、企業、学校等が行う事業の通訳・翻訳業務や国際交流団体 

等が主催する公益的かつ非営利事業及び多文化共生を促進する 
事業に対して後援、協力する。 

 
（２）国際交流イベントへの参加 

対  象      団体、企業、学校等 
内  容      他団体主催の交流や啓発イベントに参加することで、各地域で 

つながりを深め、当センターの活動紹介を行う。また、今年度は 
新たに八尾市の地域イベント「お逮夜市」（主催：八尾市商業協 
同組合）に参加し地域住民との交流と当センターの周知を図る。 

 
 
 
 



 
  （３）他団体との連携 

対  象     団体、企業、学校等 
内  容      ①協定を締結している大阪経済法科大学や団体、企業等が行う 

多文化共生社会を推進する事業において、ネットワークを活 
かしながら相互に連携を図る。 

②府内の日本語学校を訪問し、授業の見学や交流を通して、 
 外国人留学生と当センターボランティアとの交流を深める。 
また、当センターの活動について紹介する。 

                         ③海外民族音楽・舞踊団の招聘に向け、ＯＳＡＫＡ ＩＮ ＴＨＥ 
 ＷＯＲＬＤ実行委員会と連携を図る。  

 
 
６．国際交流に関する情報収集及び広報事業 
   当国際交流センターの活動を幅広く紹介し、関心を高めてもらえるよう各種媒体を用い

広域に発信する。 

 
（１）情報の発信 

内  容    当国際交流センターが実施する事業や他団体のイベント案内等 
の情報を広報し、多文化共生社会の関心を高めるとともに事業 
への参加を促す。 
① ボランティア活動情報誌「ＹＩＣだより！」の発行 
②  ホームページ・Ｆａｃｅｂｏｏｋ 

 
（２）留学生への活動紹介 

実施時期       ６月ごろ 
対  象    留学生（大阪経済法科大学、近畿大学、大阪教育大学） 
内  容    当センターボランティア活動や日本語交流等イベントへの参加 

を促す。 

     
 
７．その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

（１）当センターボランティア、関係者との交流会 
           実施時期    ８月 
      対  象    当センター登録経験者・関係者 
      内  容       当センターの活動の支えである３２年間の登録者の方々と集い、 

感謝を伝える場を設けるとともに当センターの発展を願い、 

つながりを深める。 


